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No. 22・ ( 1977) 

アンチモンの α照射および3He照射による1231の製造＊

本間義夫，村上悠紀雄

1231 (T1,2口 13.3hr,EC）は従来広く核医学の診断に用いられている 131!(T112=8.0d，β）に比

較して均寿命で， β線を放出しないため，患者の被爆線量が1311の75%～95%も減る。また，主

要 y線も 131Jの364keVに対し， 159keVと低いため，より小さなコリメーターですみ，解像力

が良いなどの特長をもっている。したがって， 123Jを用いると，患者への大量投与や，繰り返し

投与検査も可能で＼きれいなスキャンニング像が得られる。わが国でも 123Jの生産が要望され，

その潜在的需要のため 1231専用サイクロトロンの設計が必要といわれるほどの重要性のある核

種である。

本研究ではまず電着法でアンチモンターゲットを作製し， α，3He照射をスタックターゲット

法で調べ， 123｛ならびに高IJ生成物 123J,124J, 125Jなどを生成する核反応の励起曲線，摩いター

ゲソト収率曲線を求め， 1231をつくる最適照射粒子，エネルギー，ターゲット摩などを決め，ま

た，ターゲットからのヨウ素の蒸留法によるキャリアフリー分離の条件乞 1311をトレーサーを

用いて検討し，最高純度てい 123Jを得る条件を求めた。

α照射では， 124Jの混入のもっとも少ない最適条件が， 22.4mg/cm2の天然アンチモンター

ゲットへの24.SMeVの αの照射であるとの結論を得た。すなわち， 124Iの厚いターゲット収率

曲線（Fig.1）は，このエネルギー範閤（24.5～21.5MeV）において，ほとんどブラトーになって

いるが，一方， 121sb（α，2n)1231の励起曲線（Fig.2）は，同じくこのエネルギ一範聞で，その最大

値（410mb）を含み，そのため収率も 174μCi/μAh大きしそのため 1231および 124Jの摩いター

ゲット収率曲線より計算される 1241;1231の比も0.69%にすぎず， 125Jも0.8%である。

3He ！照射の場合， 124Jの特反応断面積は 30MeV以上ではきわめて小さいので，アンチモン

ターゲット 252mg/cm2に 40MeVの3He照射すれば， 40～17MeVの照射ができ，きわめて124I 

の少ない（E.O.B.で0.3%) 123Jが収率 906μCi/μAhで得られる。

この場合の問題は，同時にかなり多量の 121I(7.35mCi/ μAh）が両IJ生することである。 121I, 123J, 

の励起曲線をみると，はば同じエネルギ一範聞にわたっており， 3Heの照射エネルギーを変え

ても 1211の混入をさけることはできない。したがって，冷却による減哀を行なうとして，照射

終了から約21時間後にヨウ素を分離すると， 1211は約1/1,000の 7.35μCi/μAh と減少できる

が，一方， 123fはその聞に906から 180μCi/μAhに減少してしまう。冷却時間を短くすると， 123J

の収率は上がるが， 1211も強しその結果その娘核種 121Teが製品中に増えてしまう。

安価で、入手の容易なアンチモンをターゲット（22.4mg/cm2）として， 24.SMeVのα照射を行

なえば， 124Iが0.69%の 123Jが 174μCi/μAh得られ，また 252mg/cm2のターゲットに 40MeV

の 3Heを照射すれば， 21時間の冷却後， 4.1%の 1211を含む 180μCi/μAhの 123Jが得られるこ

とがわかった。本法によれば，濃縮ターゲット（～98%）に比べると 121sbの存在比は58%く

らいであるが，安価で、あり，また，現在稼動している 4台のサイクロトロンでつくることが可

能である。

ホ本研究は Radioisotops,25 316～322 (1976）に発表
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Fig. 1 Excitation curve and thick-target 

yield curve for 124! from the (Sb 

＋α） reaction. 

Fig. 2 Excitation curve and thick-target 

yield curve for 1231 from the (Sb 

＋α） reaction. 

-124-

1000 

800 

円
｛
〈
ミ
＼
六
）
ミ

ハリハU、ム
U

同
〉
｛
む
吋
〉

ハUハV泊
性

200 

40 


